
  

 

診察室から ～ 脳内出血 ～        院長 田口 明 

脳内出血の原因はほとんどが高血圧によるものです。 

高血圧状態が長期間続くことで脳内の穿通
せんつう

動脈（脳内にもぐり込む細い血管）に

ストレスがかかり、破れることで起こります。発生頻度は、４０～５０年前には

脳卒中全体の約７５％を占めていましたが、現在では２０％前後となっています。 

 割合は減少しましたが、以前と比べ、出血症例が著しく減少しているわけでは

ありません。血圧と脳卒中の相対リスクの関係で、脳出血に関しては正常血圧の

範囲（１４０㎜ Hg以下）でも、正常高値（１２０～１４０㎜ Hg）の場合は発症

の危険が高いことが報告されています。そのため一見正常な血圧に思えても、予

防のためには血圧をより低く保っておくことが大切です。 

 また最近は、高性能ＭＲＩ検査の普及により、微少脳出血が発見できるように

なりました。この所見がみられる場合は穿通動脈の病変が進行していることが予

想され、その後に大きな脳内出血を起こす危険性があります。そのためさらに厳

重な血圧管理が必要なのです。 

 予防するための実生活上のポイントは食事、運動習慣の改善と血圧の自己管理

です。減塩を守り、魚や野菜中心の食事と毎日の規則 

正しい運動を続けるとともに、毎日血圧を自己測定す 

る習慣をつけてみてはいかがでしょうか。 
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インフルエンザについて     

 ～早目の対策でインフルエンザを予防しましょう～ 

＊インフルエンザにならないためには 

①栄養と休養を十分とる（体力をつけ抵抗力をつける） 

②人ごみを避ける（ウイルスを寄せ付けない） 

③適度な温度、湿度を保つ 

（ウイルスは低温低湿度を好む為加湿器で調節する） 

④外出後の手洗い、うがいの励行 

⑤マスクの着用 

＊ワクチンによる予防 

ワクチンを接種することでインフルエンザへの感染、重症化の予防となります。 

ワクチン接種後は効果を発揮するまでに約２週間かかります。 

～公費インフルエンザ予防接種について お知らせ～ 

参加市町： 県内すべての市町 

対象者 ： ①６５歳以上の方（接種日時点で６５歳になっている方） 

②６０歳以上６５歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器や 

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害がある方 

（身体障害者手帳１級程度） 

②の方は、証明する書類が必要です。医療機関窓口にご相談下さい。 

実施期間： 平成３０年１０月１日（月）～平成３０年１２月３１日（月） 

接種回数： １回 

接種料金： ５００円～１，５００円（各市町によって異なります） 

上記以外の方は３，５００円で接種いたします。 

ただし、生活保護世帯で上記対象者①②に該当する方は無料※ 

 

※生活保護世帯の方は、佐賀市生活福祉課で 

発行する予診票をご持参ください。 

 

申し込み： 直接医療機関へ申し込みください。 

接種当日は健康保険証をご持参ください。 

 

★スタッフまでお尋ね下さい。 
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抗生物質の正しい飲み方 

 

2018年 11月 12日(月曜日)～11月 18日(日曜日)は世界抗生物質啓発週間という

ことで、今回は抗生物質の正しい飲み方についてお話したいと思います。 

 

 

病気を起こす小さな生物（病原体）が体に侵入して、症状が出る病気のことを

感染症といいます。病原体の種類は大きさや構造によって細菌、ウイルス、真菌、

寄生虫などがありますが、このうち細菌を殺滅する薬を「抗生物質」と言います。 

 

 

抗生物質には数多くの種類があります。患者さんが抗生物質を処方される時、医

師は体のどの部分に起きた感染症なのか、何の細菌によるものかなどを考えて適

切な抗生物質を選んで処方します。抗生物質には 1 日 1 回の薬もあれば、1 日 3

回の薬もあります。それぞれ薬によって服用方法が異なりますので、医師や薬剤

師の説明をきちんと聞き、正しく服用しましょう。 

症状がよくなったからといって途中でやめてしま 

うと感染症がきちんと治らない恐れがあります。 

抗生物質は処方された通り、最後まで飲み切る 

ようにしましょう。 

 

 

薬には必ず副作用があり、抗生物質の副作用は少なくありません。最も多いの

が下痢です。人間の腸には沢山の細菌がいて、便を作ったりお腹の環境を整えた

り健康のため大事な働きをしています。抗生物質を飲むと感染症の原因となって

いる細菌だけでなく、有益な細菌も殺してしまいます。抗生物質を飲むのは医師

が必要と判断した時だけにしておきましょう。 

 

 

抗生物質は細菌にとっては脅威ですから、色々な手段を使って抗生物質から逃

れようとします。例えば抗生物質が効かなくなる物質を出したり、細菌の体の一

部を変化させたりして抗生物質が効かなくなる細菌になります。これを耐性菌と

呼びます。耐性菌が感染症を起こすと有効な抗生物質が無いために治療が難しく 

なることがあります。実は、この耐性菌が世界中で増え 

ていて問題になっています。 

耐性菌を増やさないためには抗生物質を必要な時だけ 

飲むことが大切です。

抗生物質は病院から処方された時だけ飲むようにして、 

残った薬を取っておいて後から飲んだり、家族や知り合 

いからもらって飲んだりはしないようにしましょう。      
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抗生物質とは？ 

抗生物質は病気に合ったものを 

 

抗生物質が効かなくなる？ 

抗生物質の副作用 

薬剤師 U.S 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専 

学校長が式辞の中で“努力、体力、

気力、協力なくしては学校生活を乗り

越えられない”と述べられました。そ

の言葉を聞き学校と仕事、課題の提出、

大変な実習は皆で一緒に協力していく

もので、一人で乗り越えるのではない

のだと感じました。東北の被災者支援

や難民キャンプでの診察を続け１００

回を超える医師団を派遣しておられる

鎌田先生の講演に参加させて頂き、２

度とない貴重で心動かされる講演を聞

くことができて本当に良かったです。

今の私の生活や生き方を考え直すこと

がき、「幸せとは何か、何のために生き

ているのか、看護職とは」について考

えることができました。人生を変える

のは自分しかいません。幸せは感動し

自分が幸せになることや他の人を幸せ

にすることで回りまわって幸せになれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることを学びました。人は自分の命は

自分で決めたい、人は誰でも誰かのた

めに生きるという言葉を聞き、確かに

人との関わりがないと人間らしく生き

ていけないし、感情や感動を素直に表

現し、人を大切にする心は大事なこと

だと再確認できました。私はなぜ看護

師になりたいかと思ったのか自分の中

で納得した表現が見つかりませんでし

た。しかし今回、鎌田先生の講演を聞

き、看護は人を思いやり愛情を持ち、

心を込めて患者さんと真剣に関わるこ

とのできる仕事であり、やりがいのあ

る素敵な仕事だと感じたからです。今

は知識量・技術量も少なく看護師とし

ては未熟ですが、温かい心を持ち患者

さんや周囲の人に関わる事のできる人

間になる為にこれからもっと勉強に励

んでいきたいです。 

玉入れや２人３脚、リレー、パフォーマンスなど 

一生懸命取り組みました。２年生が中心となり行った 

体育祭は楽しく、思い出に残るものとなりました。 

専門課程２年 J.S 

佐賀市医師会会報に掲載されてますので 

皆さんにお知らせします☆ 
 

体育祭ありました 

９月２３日（日）佐賀市医師会立看護専門学校の 

体育祭が行われました。 

雨も心配されていましたが、天候に恵まれました。 
 

佐賀市医師会立看護専門学校専門課程 

創立５０周年記念式典に参加して 専門課程２年 J.S 
 


